










要約:神経芽細胞腫のスクリーニングの効果について,現在までの報告を対象として,疫学

的な観点から批判的吟味を行い,問題点を明らかにするとともに,今後の評価の実現可能性

について検討を行った。その結果,現在までの研究では,研究設計,評価指標,研究結果など,

いずれの点においても, スクリーニングの効果を十分に立証する根拠に乏しいと考えられ

た。とくに,国際的にも注目されたカナダの前向きコホート研究では, スクリーニング効

果を否定する結果が得られた。ただし, スクリーニング検査の方法に HPLC 法が用いられ

ていないなど, スクリーニングの内容そのものの問題もある。したがって,わが国におい

ては,適切に設計された前向きコホート研究を実施し, この問題に対応することが望まれ

る。しかしながら,実施に際して多くの障害が予測されるところから,次善の対応として,

後ろ向きコホート研究を複数の地域で実施し,その結果を総合的に吟味することが,実現可

能性が高いと考えられる。


